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●当センターの研究者が表彰されました。 

 (財)中部科学技術センター主催の中部地域

公設試験研究機関研究者表彰式が１０月２７

日（水）にポートメッセなごや  名古屋市国

際展示場で開催されました。そして、当セン

ター保蔵技術室の石川主任研究員が中部科学

技術センター会長賞を受賞しました。なお、

受賞記念講演会では研究業績の一部である

「乳酸菌スターターカルチャーによる低温発

酵・熟成漬け物の開発、ならびに天然系抗菌

性素材の開発」について発表しました。 

 

 

 
１．はじめに 

バイオフィルムとは、固体の表面に微生物

が付着し増殖した群集及びその微生物の分泌

物から構成された集合体を指します。排水口

のヌメリは典型的なバイオフィルムですし、

歯垢も口腔微生物によるバイオフィルムです。

どちらもヌルヌルやベタベタとした性状であ

るように、多くのバイオフィルムは微生物が

分泌する多糖類を主成分とする粘性物質で覆

われ、環境の変化に耐久性があります。多く

の場合、バイオフィルムは単一の微生物集団

ではなく、複数の微生物から構成されていま

す。また、その１群集内でも微生物ごとの分

布に偏りがあります。例えば好気的環境下に

あるバイオフィルムでも、バイオフィルムの

外周部の微生物で酸素が消費され、その結果

内部は嫌気的環境となる場合があります。こ

のようなバイオフィルムの菌叢を解析した場

合、好気性微生物以外に嫌気性微生物も検出

されます。また、薬剤にさらされやすい環境

下では外周部に薬剤分解菌、内部に感受性菌

が分布していることもあります。 
２．汚染源としてのバイオフィルム 

食品工場、特に水や液状食品製造のための

配管を設置している現場においてバイオフィ

ルムは汚染源となります。 
バイオフィルムは、配管の継ぎ目、隙間、

栄養源や鉱物質のスケールなど、物理的に固

着しやすい部分に微生物が繁殖することで形

成されます。粘性物質で覆われているため、

洗浄に耐え、殺菌剤がバイオフィルム内部ま

で浸透しないことがあり、不完全な殺菌が繰
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り返されることにより、殺菌剤に対する耐性

菌の温床となることもあります。また、バイ

オフィルムが発生すると、ステンレスですら

錆が進行することが知られています。錆がで

きると、さらに微生物が付着しやすくなり、

バイオフィルムの形成が促進されるという悪

循環が発生してしまいます。 
バイオフィルム形成防止対策としてバイオ

サイドと呼ばれる殺菌剤や配管の防食のため

のコーティング技術等も開発が進んでいます。 
しかし、バイオフィルム形成を防止するため

には、こまめな洗浄により栄養源となるもの

や微生物を残留させないことが基本となりま

す。 
３．バイオフィルムを用いた環境技術 

バイオフィルムは汚染源となる一方で、環

境浄化にはなくてはならない存在となってい

ます。食品工場での洗浄では問題となるバイ

オフィルムの強い耐久性は逆に、常に水質等

の変動する自然状態において浄化微生物を守

る盾の役割を果たします。 
環境浄化分野での最も身近なバイオフィル

ムは下水処理場で用いられる活性汚泥です。

温度も水質も常に変動する下水で安定した処

理を行うにはバイオフィルムは欠かせない存

在です。そのほか炭素繊維を水中に吊るすこ

とにより形成される水中微生物によるバイオ

フィルムは富栄養化した河川や港湾での環境

浄化に役立てられています 1）。また、下水

中の窒素分は富栄養化の原因ですが、窒素分

を有害な副産物なく効率よく分解するために、

微生物による嫌気性アンモニア酸化（アナモ

ックス）反応（NH4+＋NO2-→2H2O＋N2）

が注目されています。この反応を高速で行う

ためにバイオフィルムを利用した研究が行わ

れています 2）､3）。 
このように汚染源にも環境技術にもなるバ

イオフィルムで好気性微生物同士や好気性微

生物と嫌気性微生物が互いに代謝物をやり取

りしながら共存しています。そのため従来の

寒天培地での培養など、増菌を必要とする検

出方法では検出されない菌が生じることがあ

ります。そこで最近では、食品の変敗をもた

らした微生物が何なのか、汚染源はどこなの

か特定するために、また、環境技術では、浄

化に役立つ微生物を同定するためや、浄化を

邪魔する微生物が発生していないか確認する

ために、変性剤濃度勾配ゲル電気泳動法

（DGGE）解析（本ニュース 10 月号で解説

しています）など、増菌を必要としない菌叢

の解析が行われています。 
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